
 

 

段差乗り越えを容易にする偏心車軸を特徴とした車輪機構の開発 

補助輪などを使用することなく、段差等の障害物の乗り越えに労する力を低減できるコンパク

トな構造の車輪機構を開発しました。 

本技術の内容・特徴 

 

 

従来技術に比べての優位性 

➊ コンパクト構造：車輪内に必要機構（偏心

車軸・ヒンジばね）を配置 

➋ 高性能：段差乗り越え力を大幅に低減 

（段差 40mm で乗り越え力を約 24%低減） 

  

予想される効果・応用分野 

➊ 福祉・介護分野（車いす、シルバーカー） 

➋ 子育て支援分野（ベビーカーなど） 

➌ ロボット分野（レスキューロボットなど） 

 

提供できる支援方法 
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図2. 段差乗り越え工程 図3. 段差乗り越え力と段差高さの関係
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図1. 車輪機構

①外輪回転

③内輪回転停止

②内輪後方回転

④内輪前方回転

・車輪機構の特徴：車軸の位置が中心より進行方向前方・上方に偏心、車輪内にヒンジばね設置（図1）
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・段差乗り越え工程：通常時は外輪が回転して移動、段差乗り越え時は内輪が後方回転（図2）

・段差乗り越え性能：段差20mmで約10%、段差40mmで乗り越え力を約24%低減（図3）

車輪外径：150mm 積載重量：1.98kg

（車軸偏心：段差乗り越え力の低減、ヒンジばね：段差乗り越え後、車輪の姿勢を復元）
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